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KIRG年間活動記録

・会員発表
「下歯槽神経移動術を併用しインプラントを埋入した8例：術後の知覚障害の長期経過観察」 川口 和子

田中 秀樹

「Denovoalveolarboneformationadjacenttoendosseousimplants.Amodelsutudyinthedog.,BerglundhT,
AbrahamssonI,LangNP,LindheJ.ClinOralImplRes,14,2003,251–262」 澤瀬 隆

KIRG例会（第135回）
日時：2/10（木） 場所：デンタルフォーラム（熊本）

・会員発表
「即時荷重インプラント治療の臨床的検討」 伊藤 隆利

「天然歯とインプラントを支台とした臼歯部ブリッジ症例の検討」 森永 太

「Gonzalez-GrciaR.MonjieF.,MorenoC Alveolarsplitosteotomyforthetreatmentoftheseverenarrrowridge
maxillaryatrophy:amodifiedtechnique
極度に狭い上顎の治療法としての歯槽分割骨切り術―手術の変法―
Int.J.OralMaxillofac.Surg40:57-64,2011」 香月 武

KIRG例会（第136回）
日時：4/29（金） 場所：デンタルフォーラム（熊本）

・会員発表

「ビスフォスフォネート剤服用の骨粗鬆症患者へのインプラント治療
；尿中CTX値による骨パラメーターの有用性について」 阿部 成善

「上顎前歯部インプラント唇側骨の経時的観察」 松井 孝道

「Effectofsocketpreservationtherapiesfollowingtoothextractioninnon-molarregionsinhumans:asystematic
review.
TenHeggelerJMAG,SlotDE,VanderWeijdenGA.
ClinOralImplantsRes.22:779-788,2011.」 和泉 雄一

KIRG例会（第137回）
日時：6/23（木） 場所：デンタルフォーラム（熊本）

「スプリットクレストによる骨造成について」 土屋 直行

「上顎洞へのインプラント迷入はなぜ起こるのか－文献と自家症例での検討－」 松浦 正朗

夏季研修-KIRG例会（第138回）
日時：8/26（土）・27（日） 場所：五島コンカナ王国（福江島）

白鳥 清人

抄読 松下 恭之

KIRG例会（第139回）
日時：11/23（水） 場所：デンタルフォーラム（熊本）

「Treatmentconsiderationsformaxillaryimplantoverdentures:Asystematicreview
StevenJSadowskyJPDvol.97Issue.6June2007:340-348」
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08：00～08：55 受 付
08：55～09：00 会長挨拶 九州インプラント研究会 会長 伊東 隆利

教育講演Ⅰ
10：00～11：00 澤瀬 隆 「インプラントデザインファクターの臨床への示唆」 田中 秀樹

教育講演Ⅱ
11：00～12：00 川口 和子 「インプラント治療に役立つ解剖学的基準点」 松井 孝道

12：00～13：00 昼 食

座長：澤瀬 隆、松浦 正朗、香月 武、阿部 成善

第14回九州インプラント研究会学術講演会・歯科医師セッション
日時：平成24年2月26日（日）9：00～16：00 場所：Ａ会場（熊本県歯科医師会館4Ｆ大ホール）

「下顎中間歯欠損に対しインプラント治療を行った一症例」C-01
坂 口 豊

模 擬
ケースプレゼンテーション

発 表

（C-1～8）

発表時間
全30分

（質疑15分含む）

C-01～C-04
9：00～9：30

C-05～C-08
9：30～10：00

「下顎臼歯部単独欠損にインプラント治療を行った1症例」C-02
川 鍋 仁

「下顎左側第二大臼歯に対しインプラント補綴治療を行った一症例」C-03
中 島 康 裕

「下顎右側臼歯部に対しインプラント補綴治療を行った一症例」C-04
廣 田 明 人

「下顎両側臼歯部中間欠損にインプラント治療を行ない咬合を回復した症例」C-05
沖 斉 賢

「下顎右側臼歯部中間欠損にインプラント治療を行った一症例」C-06
嶋 典 子

「下顎左側片側大臼歯部遊離端欠損にインプラント治療を行ない咬合を回復した症例」C-07
松 元 教 貢

「両側下顎遊離端欠損に対しインプラント治療を行った1症例」C-08
藤 田 亨

座長：竹下 文隆、児玉 利朗

「インプラント治療における医療安全の為のクリニカルパスの運用」Ｐ-01
上 村 由 貴

ポスター発表

（Ｐ-1～6）

発表時間：全20分
（質疑5分含む）

13：00～14：00

「インプラント義歯を応用した歯周病患者の１症例」Ｐ-02
髙 木 公 康

「補綴後にアバットメントが露出した一症例への対応」Ｐ-03
佐 藤 隆 太

「粉体焼結法でコバルトクロムフレームを製作し咀嚼機能の回復を行った１症例」Ｐ-04
原 俊 浩

「新しいサージカルガイドシステムの有効性について」Ｐ-05
加 来 敏 男

「上顎無歯顎インプラント治療にMTIミニインプラントと
固定性遊離端有床義歯改良型を暫間補綴に使用した症例」

Ｐ-06
濱 田 直 光

「当院における インプラント治療成績と喫煙との関係」Ｐ-07
久 保 巧

松下 恭之
「CAD/CAMのインプラント治療への使い方―IATのCAD/CAM
への応用―」

教育講演Ⅲ
14：00～15：00 飯島 俊一

森永 太
「九州インプラント研究会の役目とこれから～昨今のインプラント
バッシングにどう向き合うか/国民生活センター公表を受けて～」

特別講演
15：00～16：00 伊東 隆利
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（司会・進行：宮原香苗）
【会長挨拶】 10：20～10：30 九州インプラント研究会 松井 孝道（松井歯科医院）

【会員発表】 10：30～12：30（120分）４題
① 倉富 優（田中ひでき歯科クリニック）
「安心・安全なインプラント治療を実現するための歯科衛生士の役割について」

② 山城 里奈（堀川歯科診療所）
「当院におけるインプラント周囲炎の発生状況を調べて ～歯科衛生士の視点から～」

③ 里 美香（長崎大学病院）
「インプラントメインテナンスにおける歯科衛生士の役割」

④ 山崎 ゆか（土屋デンタルクリニック）
「私が勤務する土屋歯科医院では」

（昼食・休憩時間） 12：30～13：30（60分）※昼食は近隣のレストランにてお取りください。

【教育講演】 13：30～15：00（90分）
「インプラントの口腔ケアと他職種との連携」 講師：長戸和子（（医）徳治会 吉永歯科医院）

【特別講演】15：00～16：00 ※A会場にて歯科医師セッションと合同企画

第５回九州インプラント研究会・歯科衛生士部会学術講演会
日時：平成24年2月26日（日）10：30～16：00 場所：Ｂ会場（熊本県歯科医師会館4Ｆ中ホール）

第14回KIRG講演会開催当日朝に会場前にて撮影（KIRG会員全体集合写真）


